
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
、
５
月
１
日

に
開
か
れ
、
約
８
０
０
０
人
が
参
加

し
、
全
原
発
の
廃
炉
や
非
正
規
労
働

者
の
均
等
待
遇
を
実
現
し
よ
う
と
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

実
行
委
員
長
の
国
労
東
京
・
鎌
田

博
一
委
員
長
は
挨
拶
で
、
政
府
が
原

発
再
稼
働
を
急
い
で
い
る
こ
と
に
触

れ
、
「
人
の
生
命
よ
り
資
本
の
利
潤

を
優
先
」
と
批
判
し
、
脱
原
発
社
会

に
向
け
て
総
力
を
上
げ
よ
う
と
呼
び

か
け
た
。
ま
た
、
自
民
党
や
大
阪
維

新
の
会
に
よ
る
憲
法
改
悪
の
動
き
に

対
し
て
も
警
戒
す
べ
き
と
訴
え
た
。

日
本
航
空
不
当
解
雇
撤
回
裁
判
の

山
口
宏
弥
団
長
（
乗
員
）
は
、
３
月

の
東
京
地
裁
判
決
を
批
判
し
、
「
こ

の
解
雇
は
た
た
か
う
労
組
つ
ぶ
し
だ
」

「
ク
ビ
切
り
自
由
な
社
会
に
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
新
幹
線
地

本
か
ら
は
33
名
が
参
加
し
た
。

静
岡
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、
静
岡
・

駿
府
公
園
東
御
門
で
開
催
さ
れ
４
０

０
名
が
結
集
し
た
。
国
労
は
、
静
岡

地
区
（
中
部
地
区
労
を
含
む
）
30
名
、

沼
津
地
区
40
名
、
浜
松
地
区
7
名
な

ど
が
参
加
し
た
。

実
行
委
員
長
の
林
克
氏
は
「
労
働

者
・
国
民
が
団
結
し
て
た
た
か
い
、

消
費
税
増
税
阻
止
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反

対
・
原
発
の
な
い
日
本
な
ど
の
要
求

を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
・
「
浜
岡
原
発

の
永
久
停
止
・
廃
炉
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
決
議
」
な

ど
が
採
択
さ
れ
、
繁
華
街
を
デ
モ
行

進
し
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

中
央
メ
ー
デ
ー
の
他
、
沼
津
市
で

は
東
部
地
区
、
浜
松
市
で
は
西
部
地

区
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

名
古
屋
地
本
内
の
各
県
・
地
域
で

メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
国
労
の
旗

を
掲
げ
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

愛
知
で
は
、
名
古
屋
市
・
中
区
の

白
川
公
園
で
第
83
回
愛
知
県
中
央
メ
ー

デ
ー
が
開
か
れ
、
４
０
０
０
人
が
参

加
し
た
。
集
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当

解
雇
を
闘
う
乗
務
員
・
客
室
乗
務
員

の
二
人
の
原
告
が
舞
台
上
に
並
び
、

不
当
解
雇
撤
回
を
訴
え
た
。

国
労
名
古
屋
地
本
は
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
不

当
解
雇
撤
回
愛
知
の
会
」
の
一
員
と

し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
原
告
団
と

共
に
白
川
公
園
入
り
口
で
、
用
意
し

た
ビ
ラ
を
ま
き
、
集
会
参
加
者
に
支

援
を
訴
え
た
。

メ
ー
デ
ー
後
に
は
、
名
古
屋
国
鉄

会
館
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

不
当
解
雇
裁
判
原
告
の
森
本
さ
ん
も

参
加
し
、
交
流
を
深
め
た
。
参
加
者

か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
争

議
へ
の
カ
ン
パ
１
７
、
０
１
３
円
が

そ
の
場
で
集
ま
り
、
手
渡
さ
れ
、
労

働
者
の
連
帯
、
闘
う
も
の
へ
の
激
励

が
広
が
る
交
流
会
と
な
っ
た
。

 
三
重
県
で
は
、
三
重
県
中
央
メ
ー

デ
ー
が
津
観
音
公
園
で
開
催
さ
れ
３

５
０
名
が
集
結
し
、
国
労
三
重
県
支

部
も
参
加
し
た
。

 
一
宮
・
豊
橋
・
安
城
・
恵
那
・
中

津
川
・
岐
阜
な
ど
、
各
地
の
メ
ー
デ
ー

に
国
労
か
ら
は
地
区
労
の
構
成
団
体
、

役
員
と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
た
。

２０１２年５月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１８（１）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

国
労
東
海

国 鉄 労 働 組 合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

ー

15

ー

５

交
通
ビ
ル
４
階

発
行

責

任

者

渡

邉

良

成

編

集

責

任

者

細
木

義
孝

はたらく仲間の要求を掲げ、各地で開催

日比谷野外音楽堂、会場中央を国労が占める

日
比
谷
メ
ー
デ
ー

５
月
１
日
、
第
83
回
メ
ー
デ
ー
が
各
地
で
開
催
さ
れ
た
。
原
発
問
題
、

消
費
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
不
当
解
雇
撤
回
を
は
じ
め
と
し
た

要
求
を
掲
げ
、
歴
史
と
伝
統
の
上
に
た
っ
た
開
催
と
な
っ
た
。

愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

静
岡
中
央
メ
ー
デ
ー

静岡・駿府公園からのデモ行進



「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6
東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円
ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・
保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

２０１２年５月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１８（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

宮
古
市
の
宮
古
小
学
校
で
開
催
さ

れ
た
運
転
会
は
、
事
前
打
合
せ
で
市

の
広
報
に
記
事
を
載
せ
て
い
た
だ
き
、

日
曜
日
で
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
小
さ

い
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多

く
の
人
が
集
ま
り
大
成
功
を
納
め
ま

し
た
。

楽
し
む
子
供
達
を
写
真
に
収
め
る

な
ど
大
人
に
も
楽
め
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

運
営
に
は
、
盛
岡
支
部
の
執
行
委

員
と
宮
古
分
会
か
ら
５
名
の
組
合
員

も
参
加
。
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で
、

様
々
な
場
で
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
船
渡
で
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に

も
関
わ
ら
ず
、
市
内
の
保
育
園
児
や

小
さ
い
子
供
連
れ
の
家
族
が
集
ま
り

ま
し
た
。

三
鉄
盛
駅
（
運
休
中
）
の
待
合
室

を
地
域
や
旅
行
者
の
た
め
に
開
放
し

「
ふ
れ
あ
い
待
合
室
」
を
開
設
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
、
盛
駅
と
気
仙
沼
駅
の

国
労
組
合
員
が
全
面
的
に
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。

釜
石
市
内
の
平
田
（
へ
い
た
）
小

学
校
で
は
、
前
日
の
雨
の
影
響
で
グ

ラ
ン
ド
は
水
浸
し
の
た
め
、
急
き
ょ

学
校
の
玄
関
脇
を
利
用
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

桜
の
時
期
と
重
な
り
、
Ｓ
Ｌ
と
の

風
景
は
い
い
も
の
で
、
子
供
た
ち
の

楽
し
そ
う
な
笑
顔
が
何
よ
り
も
印
象

的
で
あ
り
ま
し
た
。
校
長
先
生
を
は

じ
め
多
く
の
教
職
員
の
方
に
機
材
の

積
み
下
ろ
し
、
撤
収
を
お
手
伝
い
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
住
民
の
中
に
は
「
仮
設

に
暮
ら
す
友
人
か
ら
聞
い
て
参
加
し

た
。
生
き
る
希
望
が
湧
い
た
」
と
話

し
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

こ
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
転
会
は
三
陸

鉄
道
の
復
興
と
住
民
の
足
を
早
期
に

復
旧
さ
せ
よ
う
と
の
意
味
も
あ
り
、

未
だ
に
完
全
復
旧
に
は
厳
し
い
中
で

奮
闘
す
る
三
陸
鉄
道
の
社
員
や
地
域

の
住
民
や
自
治
体
は
「
鉄
道
の
早
期

復
旧
は
復
興
の
礎
」
と
し
て
活
動
し

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
回
、
宮
古
か
ら
大
船
渡
に
向
か

う
海
岸
線
の
港
町
を
見
て
津
波
の
恐

ろ
し
さ
を
、
ま
ざ
ま
ざ
見
せ
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。
三
陸
に
行
く
前
ま
で
は

「
何
と
か
な
る
の
で
は
な
い
の
か
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ

ミ
情
報
で
知
る
状
態
と
は
、
ま
っ
た

く
違
い
、
私
た
ち
被
災
地
を
見
て
来

た
人
が
、
周
り
の
人
に
現
状
を
訴
え

る
事
、
多
く
の
人
が
、
被
災
地
を
訪

問
し
て
現
状
を
直
視
す
る
事
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
、
多
く
の
人
々
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
転
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
同
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

そ
し
て
、
少
し
で
も
笑
顔
と
希
望

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。

（
静
岡
支
部

中
村

正

報
告
）

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
激
励
す
る
目
的
で
「
よ
み
が
え
れ
三
陸

鉄
道
！
被
災
地
激
励
、
ミ
ニ
SL
運
転
実
行
委
員
会
」
主
催
の
ミ
ニ
SL
運

転
会
が
被
災
地
の
宮
古
、
大
船
渡
、
釜
石
で
各
１
日
の
日
程
で
、
４
月

22
日
か
ら
24
日
に
開
催
さ
れ
た
。
静
岡
地
本
と
新
幹
線
地
本
か
ら
Ｏ
Ｂ

を
含
め
７
名
参
加
、
盛
岡
地
本
を
は
じ
め
地
元
自
治
体
や
学
校
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
三
陸
鉄
道
の
協
力
も
あ
り
、
運
転
会
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
く
の
人
に
夢
と
生
き
る
希
望
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
で
被
災
者
を
激
励

１
日
目
・
宮
古
市

 
東
日
本
大
震
災
の
宮
古
･
大
船
渡
・
釜
石
市
で

東海本部が開設したホームページでは、機関紙「国労東

海」をはじめ、交渉情報や貨物の情報を掲載し、文化活動

などのページも設けた。

今後様々な情報の発信を行い、組合員など、多くの仲間

にタイムリーな情報発信の場とする。

歌声や写真、スポーツなどの文化活動も掲載する予定で、

組合員の皆さんからより多くの情報の提供を求めている。

文化スポーツやレク活動での掲載を希望する場合は、ビ

ラなどを作成し、データーでアドレスに送ることになる。

なお、交渉情報のページは、組合員用で旅客、貨物とも

に掲載され、ユーザー名、パスワードを入れて閲覧となる。

パスワードは、指示文章記載

ホームぺージURL http://www.kokurotokai.com/

東海本部ホームページ
５月から閲覧可

国労盛岡・静岡の組合員と三陸鉄道の人たち

３
日
目
・
釜
石
市

２
日
目
・
大
船
渡
市

4/22～24

鉄
道
の
早
期
復
旧
は
、

復
興
の
礎


